
平成２６年度に向けての展開方針　（方針や重点事業の計画等を記載）

単位 (初期値) H26年度 H27年度 H28年度 目標

％ 78.2 ↗

％ 52.1 ↗

％ 89.5 ↗

人 81 ↗

％ 23.4 ↗

３．消防本部の資源

戦　略　４
えべつの魅力発信シティプロモート

戦　略　２
えべつの将来を創る産業活性化

戦　略　３
次世代に向けた住みよいえべつづくり

２．えべつ未来戦略（消防本部関係分）

戦　　　略
■戦略プロジェクト

　「関連事業」　（担当課）

戦　略　１
ともにつくる協働のまちづくり

「江別市消防１０か年アクションプラン」
　防火・保安研修会等参加者の市民割合

災害対策が充実し安心と思う市民割合

「救急隊員養成事業」
　　応急手当指導員
　　　　　　　　(一般救急隊員＋救急救命士）

政策の成果指標

安全で衛生的な生活環境が整っていると思う
市民割合

消防・救急活動に満足している市民割合

消 防 本 部 が 所 管 す る 個 別 計 画 ま た は 重 点 事 業 の 進 捗 状 況

平成２６年度　消防本部　施策展開方針　計画書

１．まちづくり政策（消防本部関係分）

政策
０４

政策展開の方向性

　交通安全や防犯活動の推進、生活衛生環境や冬季生活環境の充実などを通じて安全で快適な社会環境を築いて
いくとともに、地域防災力の向上や消防・救急体制の充実を図ることにより、災害に強く、だれもが末永く安心して暮ら
せるまちづくりを進めます。

安
全
・
安
心

04-03　消防・救急の充実

・消防活動などで必要となる資格・免許等の取得を計画的に実施し、日常業務から災害対応まで幅広い業務執行体制
を確立し、消防組織体制の充実を図ります。そのため平成26年度は人材育成の観点から大型自動車免許の取得者
や救急隊員の増員、消防施設等の整備では、消防車両等の更新整備を進め、今後も消防団との連携をより一層強化
します。
・救急体制の充実では、若年層（小学生）からの応急手当普及啓発や救急車の適正利用の意識付け、また自治会な
どで市民自らが指導出来る応急手当普及員の育成を推進します。そのため平成26年度は、児童、生徒を対象とした
救命講習会の実施促進や市民等を対象とした普及員の育成に向けた取り組みを行います。
・火災予防体制の推進では、建物火災や放火火災の防止対策の推進を図るため、火災出火原因別対策の広報や放
火されない環境づくりを進め、今後も住宅用防災機器の普及促進や事業所における防火安全性の向上を図ります。そ
のため平成26年度は、火災予防広報の実施、住宅用防災機器の設置・維持管理の広報、また防火・保安管理体制の
強化として、事業所等を対象に各種研修会を実施し防火意識の向上を図ります。



平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般会計　（A） 224,802

特別会計　（B） 0

合計　（A+B） 224,802

人工　（a） 130

平均単価　（b） 7,824

人件費　（a×b） 1,017,120

1,241,922

128

8,056

1,031,168

総 額 1,266,871

正職員人件費
（千円）

平成25年度

歳出予算額
（千円）

235,703

0

235,703




